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【伊藤　巧議長・三部　太右ェ門副議長】

【意見を述べる岡崎総代】

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
定
款
及
び
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第
二
号 

令
和
五
年
度
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
三
号 

令
和
五
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
四
号 

令
和
六
年
度
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
資
金
の
拠
出
に
つ
い
て

議
第
五
号 

令
和
六
年
度
新
規
土
地
改
良
事
業
計
画
の
設
定
及
び
実
施
に
つ
い
て

議
第
六
号 

令
和
六
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算

議
第
七
号 

令
和
六
年
度
賦
課
金
の
賦
課
基
準
並
び
に
賦
課
金
徴
収
に
つ
い
て

議
第
八
号 

令
和
六
年
度
一
時
借
入
金
の
借
入
に
つ
い
て

議
第
九
号 

令
和
六
年
度
預
金
先
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
十
号 

令
和
六
年
度
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
地
区
除
外
決
済
金
の
基
準
額
及
び
徴

収 

に
つ
い
て

議
第
十
一
号 

令
和
六
年
度
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
地
区
加
入
金
の
基
準
額
及
び
徴
収
に

つ
い
て

議
第
十
二
号 

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
取
得
に
つ
い
て

議
第
十
三
号 

付
帯
決
議
に
つ
い
て

着
任
の
御
挨
拶

着
任
の
御
挨
拶

西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

　最
上
川
支
所

支
所
長

　千
葉

　正
雄

　
令
和
六
年
四
月
一
日
付
け
で
最
上
川
支
所
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
千
葉
と
申

し
ま
す
。

　
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
最
上
川
支
所
は
平
成
元
年
の
係
員
、
平
成

十
五
年
の
係
長
、
今
回
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
。
前
回
の
係
長
の
時
代
は
、
丁
度

米
沢
平
野
二
期
の
地
区
調
査
・
全
計
・
着
工
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
非
常
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
同
時
期
に
最
上
川
中
流
地
区
が
施
設
整
備
事
業
の
法
手
続
き
・
着
手
の

段
階
で
同
僚
で
あ
っ
た
係
長
に
水
路
ト
ン
ネ
ル
変
状
対
策
工
法
に
つ
い
て
相
談
が

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　
前
任
地
は
、
青
森
県
黒
石
市
の
津
軽
土
地
改
良
建
設
事
務
所
で
す
。
担
当
は
浅

瀬
石
川
二
期
地
区
で
一
級
河
川
浅
瀬
石
川
・
十
川
か
ら
取
水
し
、
約
七
千
八
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
・
畑
を
受
益
と
す
る
農
業
地
帯
で
す
。
前
歴
事
業
が
平
成
七
年

度
に
完
了
し
、
経
年
劣
化
の
著
し
い
施
設
、
大
規
模
地
震
対
策
と
し
て
、
令
和
三

年
度
か
ら
ダ
ム
・
頭
首
工
・
用
排
水
路
な
ど
施
設
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
営
農
で
は
高
収
益
作
物
で
あ
る
り
ん
ご
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
を
栽
培

し
、
複
合
経
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
農
村
振
興
局
で
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
農
地
と
水
を
守
り
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
農
業
・
農
村
の
基
盤
整
備
と
、
地
域
の
特
性
や
資
源
を
活
用
し

た
、
所
得
と
雇
用
機
会
の
確
保
（
し
ご
と
）
、
条
件
整
備
（
く
ら
し
）
、
土
地
の

利
用
、
活
力
の
創
出
の
施
策
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
を
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
最
上
川
支
所
一
同
は
魅
力
あ
る
農
業
・
農

村
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
山
形
県
農
林
水
産
部
の
皆
様
・
秋
田
の
西
奥

羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
と
と
も
に
、
農
業
農
村
整
備
事
業
を
通
じ
て
、
国

営
完
了
地
区
、
調
査
地
区
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
土
地
改
良
区
の
皆
様
、
組
合
員

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
八
六
回 

総
代
会
開
催

第
一
八
六
回
総
代
会
が
令
和
六
年
三
月
十
一
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
七
十
名
の
出
席
を
頂
き
、
上
程
さ
れ
た
全

十
三
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【第 186 回総代会の様子】
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【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

　
開
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
皆
様
か
ら
は
、
一
月
一
日
に

起
き
ま
し
た
「
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
」
の
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
方
々
に
黙
と
う
を
、
そ
し
て
心
温
ま
る
ご
支
援

金
な
ど
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
農

業
に
関
す
る
被
害
額
も
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
復
興
半
ば
で
あ
る
、
十
三
年
前
の
三
月
十
一
日

に
起
き
ま
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
を
思
い
起
こ
す
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
日
の
総
代
会
に
は
公
務
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、

東
北
農
政
局　

西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所 

丸

山
最
上
川
支
所
長
は
じ
め
、
村
山
総
合
支
庁 

木
村
農
林

技
監
、
山
形
市
農
林
部 

渡
邉
次
長
、
山
辺
町
産
業
課 

鈴
木
課
長
の
ご
出
席
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
に
は
、
後
ほ
ど
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
月
に
入
り
春
の
足
音
は
益
々
早
ま
り
、
春
の

農
作
業
も
日
増
し
に
忙
し
く
な
る
と
こ
ろ
、
総
代
各
位
に

は
、
ご
出
席
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
猛
暑

の
夏
か
ら
引
き
続
き
、
今
年
は
、
積
雪
の
少
な
い
暖
冬
の

冬
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
、
温
暖
化
に
伴
う
高
温
へ
の
対

応
策
が
生
産
現
場
の
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

異
常
な
高
温
が
常
態
化
し
て
き
て
い
る
事
は
ご
承
知
の
と

お
り
で
す
。
今
年
の
夏
も
猛
暑
に
よ
り
、
農
作
物
に
深
刻

な
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
私
た

ち
に
と
っ
て
そ
の
対
応
策
が
継
続
的
な
課
題
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。「
水
は
命
」
の
土
地
改
良
区
。
昨
年
は
、
猛

暑
の
中
、
関
係
者
の
皆
様
の
徹
底
し
た
水
管
理
に
よ
り
、

山
形
市
近
郊
に
お
け
る
作
柄
は
平
年
並
み
、
平
均
一
等
米

比
率
は
八
七
．五
％
と
な
り
、
全
国
平
均
の
六
一
．三
％
を

大
き
く
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
暖
冬
の
お
り
、

春
か
ら
の
用
水
確
保
が
不
安
視
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
年
も
役
職
員
一
同
、
気
を
引
き
締
め
て
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
さ
て
政
府
は
、
今
国
会
に
お
い
て
、
農
政
の
憲
法
と
い

わ
れ
て
い
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
案
」
の

改
正
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
基
幹
的
農
業
従
事
者

が
、
今
後
二
十
年
で
現
在
の
四
分
の
一
の
三
十
万
人
に
減

少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
な
か
、
後
継
者
不
足
が
大
き
な

問
題
と
な
り
、
農
業
自
体
を
ど
の
様
に
維
持
し
て
い
く
の

か
、
ま
た
、
私
た
ち
農
家
が
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
明
る
い

将
来
像
を
描
け
る
よ
う
な
政
策
を
、
大
い
に
期
待
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
畑
地
化
促
進
事
業
や
、
五
年
水
張
り
問

題
、
法
制
化
さ
れ
た
目
標
地
図
の
作
成
と
、
私
た
ち
に
課

せ
ら
れ
た
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
日
提
案
し
て
お
り
ま
す
各
議
案
に
つ
き
ま

し
て
は
、
慎
重
な
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

理事長  大　築　義　雅



【伊藤　巧議長・三部　太右ェ門副議長】

【意見を述べる岡崎総代】

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
定
款
及
び
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第
二
号 

令
和
五
年
度
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
の
変
更
に
つ
い
て

議
第
三
号 

令
和
五
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
四
号 
令
和
六
年
度
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
資
金
の
拠
出
に
つ
い
て

議
第
五
号 
令
和
六
年
度
新
規
土
地
改
良
事
業
計
画
の
設
定
及
び
実
施
に
つ
い
て

議
第
六
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令
和
六
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算

議
第
七
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令
和
六
年
度
賦
課
金
の
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び
に
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金
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収
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い
て

議
第
八
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令
和
六
年
度
一
時
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入
金
の
借
入
に
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い
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議
第
九
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令
和
六
年
度
預
金
先
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
十
号 

令
和
六
年
度
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
地
区
除
外
決
済
金
の
基
準
額
及
び
徴
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に
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い
て
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第
十
一
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和
六
年
度
最
上
川
中
流
土
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改
良
区
地
区
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入
金
の
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準
額
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び
徴
収
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つ
い
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議
第
十
二
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区
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財
産
（
不
動
産
）
の
取
得
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い
て

議
第
十
三
号 

付
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決
議
に
つ
い
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着
任
の
御
挨
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着
任
の
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挨
拶

西
奥
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改
良
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理
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所

　最
上
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支
所
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　千
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　正
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和
六
年
四
月
一
日
付
け
で
最
上
川
支
所
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
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千
葉
と
申

し
ま
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奥
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上
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支
所
は
平
成
元
年
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、
平
成

十
五
年
の
係
長
、
今
回
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
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前
回
の
係
長
の
時
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、
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度

米
沢
平
野
二
期
の
地
区
調
査
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全
計
・
着
工
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
非
常
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
同
時
期
に
最
上
川
中
流
地
区
が
施
設
整
備
事
業
の
法
手
続
き
・
着
手
の

段
階
で
同
僚
で
あ
っ
た
係
長
に
水
路
ト
ン
ネ
ル
変
状
対
策
工
法
に
つ
い
て
相
談
が

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　
前
任
地
は
、
青
森
県
黒
石
市
の
津
軽
土
地
改
良
建
設
事
務
所
で
す
。
担
当
は
浅

瀬
石
川
二
期
地
区
で
一
級
河
川
浅
瀬
石
川
・
十
川
か
ら
取
水
し
、
約
七
千
八
百
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
・
畑
を
受
益
と
す
る
農
業
地
帯
で
す
。
前
歴
事
業
が
平
成
七
年

度
に
完
了
し
、
経
年
劣
化
の
著
し
い
施
設
、
大
規
模
地
震
対
策
と
し
て
、
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和
三

年
度
か
ら
ダ
ム
・
頭
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工
・
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排
水
路
な
ど
施
設
改
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事
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っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
営
農
で
は
高
収
益
作
物
で
あ
る
り
ん
ご
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
を
栽
培

し
、
複
合
経
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
農
村
振
興
局
で
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
農
地
と
水
を
守
り
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
農
業
・
農
村
の
基
盤
整
備
と
、
地
域
の
特
性
や
資
源
を
活
用
し

た
、
所
得
と
雇
用
機
会
の
確
保
（
し
ご
と
）
、
条
件
整
備
（
く
ら
し
）
、
土
地
の

利
用
、
活
力
の
創
出
の
施
策
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
を
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
最
上
川
支
所
一
同
は
魅
力
あ
る
農
業
・
農

村
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
山
形
県
農
林
水
産
部
の
皆
様
・
秋
田
の
西
奥

羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
と
と
も
に
、
農
業
農
村
整
備
事
業
を
通
じ
て
、
国

営
完
了
地
区
、
調
査
地
区
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
土
地
改
良
区
の
皆
様
、
組
合
員

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
八
六
回 

総
代
会
開
催

第
一
八
六
回
総
代
会
が
令
和
六
年
三
月
十
一
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
七
十
名
の
出
席
を
頂
き
、
上
程
さ
れ
た
全

十
三
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【第 186 回総代会の様子】
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令和６年度　地区除外決済金について

地区除外決済金を各地区毎に集計しますと、概ね次のようになります。
決済金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区までお問い合わせ下さい。

今年度の地区除外決済金は下記のとおりです。農地を転用除外する場合に納付しなければなりません。

令和６年度 各地区の除外決済金について

令和６年度の一般会計収支予算は、第186回総代会において議決されました。

令和６年度　一般会計予算
717,145,000 円
令和６年度　一般会計予算
717,145,000 円

（単位：円）

【 収 入 】

【 支 出 】

交付金収入
5,420,000

業務受託料収入
60,530,000

基本財産取崩収入
20,010,000

特定資産取崩収入
6,190,000

附帯事業収入
11,480,000

補助金等収入
16,630,000

その他
6,133,000

貸付金支出

20,000,000
特定資産積立支出

9,083,000
固定資産取得支出

土地改良事業負担金等支出

6,560,000

8,770,000
その他

2,330,000
基本財産積立支出

16,100,000

科　　目 本年度予算額 科　　目 本年度予算額

1.土地改良事業収入 383,512,000 1.土地改良事業費支出 350,800,000

2.附帯事業収入 11,480,000 2.一般管理費 191,910,000

3.基本財産運用収入 1,080,000 3.土地改良事業負担金等支出 8,770,000

4.特定資産運用収入 1,123,000 4.借入金返済金支出 2,020,000

5.補助金等収入 16,630,000 5.支払利息 20,000

6.交付金収入 5,420,000 6.固定資産取得支出 6,560,000

7.業務受託料収入 60,530,000 7.出資金取得支出 10,000

8.雑収入 3,700,000 8.基本財産積立支出 16,100,000

9.借入金収入 20,000 9.特定資産積立支出 9,083,000

10.基本財産取崩収入 20,010,000 10.雑支出 140,000

11.特定資産取崩収入 6,190,000 11.貸付金支出 20,000,000

12.固定資産売却収入 50,000 12.会計内繰出金 140,000

13.出資金返還収入 10,000 13.繰越金 0

14.貸付金回収収入 10,000 14.予備費 111,592,000

15.会計内繰入金 140,000

16.繰越金 207,240,000

合計 717,145,000 合計 717,145,000

【　収　　入　】 【　支　　出　】

土地改良事業収入
383,512,000

繰越金

207,240,000

土地改良事業費支出
191,910,000 111,592,000350,800,000
一般管理費 予備費
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令和６年度　地区除外決済金について

地区除外決済金を各地区毎に集計しますと、概ね次のようになります。
決済金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区までお問い合わせ下さい。
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16,100,000
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1.土地改良事業収入 383,512,000 1.土地改良事業費支出 350,800,000

2.附帯事業収入 11,480,000 2.一般管理費 191,910,000

3.基本財産運用収入 1,080,000 3.土地改良事業負担金等支出 8,770,000

4.特定資産運用収入 1,123,000 4.借入金返済金支出 2,020,000

5.補助金等収入 16,630,000 5.支払利息 20,000

6.交付金収入 5,420,000 6.固定資産取得支出 6,560,000

7.業務受託料収入 60,530,000 7.出資金取得支出 10,000

8.雑収入 3,700,000 8.基本財産積立支出 16,100,000

9.借入金収入 20,000 9.特定資産積立支出 9,083,000

10.基本財産取崩収入 20,010,000 10.雑支出 140,000

11.特定資産取崩収入 6,190,000 11.貸付金支出 20,000,000

12.固定資産売却収入 50,000 12.会計内繰出金 140,000

13.出資金返還収入 10,000 13.繰越金 0

14.貸付金回収収入 10,000 14.予備費 111,592,000

15.会計内繰入金 140,000

16.繰越金 207,240,000

合計 717,145,000 合計 717,145,000

【　収　　入　】 【　支　　出　】

土地改良事業収入
383,512,000

繰越金

207,240,000

土地改良事業費支出
191,910,000 111,592,000350,800,000
一般管理費 予備費
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令和６年度　賦課金について
今年度の賦課金は下記のとおりです。

経常賦課金・国県営賦課金及び各地区賦課金の集計はそれぞれ次のとおりです。
賦課金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区へお問い合わせ下さい。

令和６年度 各地区毎の賦課金について

※  賦課金の算出金額は１円未満切り捨てとする。

※ 賦 課 基 準 日 ･･･ 令和6年4月1日

納付期限日を過ぎると過怠金が加算されますのでご注意ください！！
〈過怠金〉　督促手数料　　110円（内税 10円）

　　　　　　延　滞　金　　日歩２銭（年利7.3％）

第１期　納付期限　　令和６年　 ７月31日（水）

第２期　納付期限　　令和６年　11月30日（土）

《賦課金のコンビニ納付について》

コンビニ納付の際は専用の払込票が必要となります
ので、ご希望の方は、土地改良区までご連絡下さい。

令和4年度より、コンビニでの納付が可能となりました

《相続登記義務化について》

セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン
MMK設置店（ツルハドラッグ・イオン・
ウェルシア等）全国６万１千店舗

！ 注意

　令和６年４月１日より相続登記の申請が義務化されました。
　相続によって不動産を取得した相続人は「その取得を知った日または2024年４月１日」の
いずれか遅い日（あるいは遺産分割協議が成立した日）から３年以内に相続登記の申請を義務
付けられることとなりました。
　正当な理由がなく申請を怠った場合、10万円以下の過料が科せられる可能性があります。
※詳細は法務省、又は法務局ホームページをご覧ください。

《法律事務所による未納金回収業務の実施について》
　現在未納金がある方は、土地改良区が委託契約する下記の法律事務所から、納付催告を行う
場合がありますので、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。

《滞納処分について》
　土地改良区では賦課金滞納者に対し、電話・個別訪問等の督励を行っておりますが、組合員
負担の公平性を保つため、やむを得ず差し押さえ等の法的措置（滞納処分）をさせていただく
ことになります。お支払いが困難である場合は、必ず土地改良区までご相談ください。

【委託先】　弁護士法人　エジソン法律事務所　弁護士　大達　一賢
　　　　　　東京都千代田区神田錦町１－８－11　錦町ビルディング ４階

令和６年度　賦課金について
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令和６年度　賦課金について
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セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン
MMK設置店（ツルハドラッグ・イオン・
ウェルシア等）全国６万１千店舗

！ 注意

　令和６年４月１日より相続登記の申請が義務化されました。
　相続によって不動産を取得した相続人は「その取得を知った日または2024年４月１日」の
いずれか遅い日（あるいは遺産分割協議が成立した日）から３年以内に相続登記の申請を義務
付けられることとなりました。
　正当な理由がなく申請を怠った場合、10万円以下の過料が科せられる可能性があります。
※詳細は法務省、又は法務局ホームページをご覧ください。

《法律事務所による未納金回収業務の実施について》
　現在未納金がある方は、土地改良区が委託契約する下記の法律事務所から、納付催告を行う
場合がありますので、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。

《滞納処分について》
　土地改良区では賦課金滞納者に対し、電話・個別訪問等の督励を行っておりますが、組合員
負担の公平性を保つため、やむを得ず差し押さえ等の法的措置（滞納処分）をさせていただく
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令和６年度　賦課金について
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10月1日から期間 4月11日から 5月6日から 5月21日から 9月11日から

取　水　口

翌年の
区分 5月5日まで 5月20日まで 9月10日まで 9月30日まで 4月10日まで

◇非かんがい期の通水停止について◇

合口頭首工
馬見ヶ崎川

1.223㎥/s 2.121㎥/s 1.464㎥/s

令和６年７月１日（月）～７月18日（木）頃まで
～ 分水量を減らします。ご協力をお願いいたします。～

年　　間

総取水量

59,680千㎥

39,420千㎥

◇中干し期間の設定について◇

1.223㎥/s 1.223㎥/s

最　上　川
0.738㎥/s 7.823㎥/s 6.568㎥/s 0.678㎥/s 0.631㎥/s

電気料金が高騰しています！！

皆様のご協力お願いします。
節水の徹底！かけ流し厳禁！

　　

非かんがい期間は、国営・県営の施設の設備点検整備のため、
水路維持用水を長期間停止する場合があります。

ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いいたします。

（かんがい期間：５／６～９／10）

　昨今の世界情勢により電気料金が高騰してお
り、当改良区においても右図のように揚水機場の
電気料金が上昇しています。組合員一人一人の節
水の心掛けが電気料金の軽減にも繋がりますの
で、より一層の節水にご協力をお願いいたします。

川から取水できる水量は限られています。
農業用水は、河川管理者から許可された水利権の定めにより、

令和６年度  配水計画について

当改良区における最上川と馬見ヶ崎川からの最大取水量等は、次の表のとおりです。

電気料と使用量の推移

電気使用量 電気料金

千円
kwh
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（例）施設名　 （氏名  電話番号）

●●●分水工 （●●●● 123-4567）

馬見ヶ崎川合口頭首工

馬

最上川中流土地改良区

中 央 幹 線 用 水 路

最上川取水口

西
部

幹
線

ト
ン

ネ
ル

見 ヶ 崎 川 導 水路

中

部

幹

線

用

水

路

西

部

幹

線

用

水

路

用

水

路

大

曽

根

左
沢

線

奥

羽

線

仙
山

線

本

南館分水工 (金澤 功  643-5697) 

上町分水工 (齋藤孝一郎  644-1265) 

石関分水工 (有海 賢二  643-4952) 

飯塚分水工 (荒井 秀晃  644-5490) 

椹沢分水工 (金子 照義  644-5992) 

西崎分水工 (大築 義雅  643-8555) 

志戸田分水工 (五十嵐 昇  644-1372) 

追散分水工 (秋葉 正義  643-9379) 

八ヶ郷第3分水工 (貝和 良一  681-8691) 

八ヶ郷第1・2分水工 (高橋 守  681-1320) 

今塚分水工 (丹野 雅彦  681-8795) 

沖堰分水工 (佐藤 敏明  684-5583) 

境田分水工 (設楽 正男  684-0131) 

成安分水工 (丹野 都弘  684-1918) 

漆山分水工 (丸子 宏  684-5848) 

出羽・明治分水工 (安達 浩之  684-5761) 
山辺分水工 (江口 順市  664-6712)

北宿第２分水工 (会田平四郎  664-6829) 

根際分水工 (小関 健登  664-6048) 

要害分水工 (鈴木 勇一  664-6658) 

反田分水工 (鎌田 清蔵  643-2353) 

二ツ筒頭首工 (佐藤美紀夫  644-4933) 

常明寺分水工 (岸 英一  644-9282) 

古舘分水工 (奥山 長伸  644-5597) 

文珠山分水工 (大木万之助  644-4809) 

門伝第１分水工 (加藤 秀正  643-2733) 

山王頭首工 (笹原 秀一  645-2681) 

門伝第２分水工 (杉沼 俊昭  643-1472) 

富神頭首工 (西村 博幸  644-2570) 

柏倉分水工 (伊藤 巧  645-3592) 

本沢分水工 (古内 善昭  688-4736) 

一ノ関頭首工 (庄司 義文  688-4118) 

久保手分水工 (渡邉 定芳  672-6027) 

南山形第１分水工 (鈴木美智也  688-2271) 

南山形第２分水工 (小笠原俊行  688-2021) 

南山形第３分水工 (菊地 完二  688-5056) 

大明神堰頭首工  (古頭金一郎  688-2110) 

北宿第１分水工 (武田 義弘  664-6170)

取水量は水利権により厳しく
制限されています。
組合員の皆様のご協力よろし
くお願いいたします。

パイプライン・用水路から
の農業用水の掛け流しは
やめましょう。

水利調整委員会　◎委員長　大木 万之助　　○副委員長　有海 賢二　・　丸子　宏

　当土地改良区は、用水の管理にあたり限りある水の有効利用を図るために、水利調整委員会を
設置しています。水利調整をして頂く３８名の各分水工等の水利調整委員は次の方々です。
　組合員皆様の水利に関するご要望は、土地改良区に直接ご連絡下さっても対応できませんので、 
必ず下記の水利調整委員にご連絡してください。

◇水利のご相談は水利調整委員まで◇

最上川中流だより令和６年６月 （8）第 93 号



10月1日から期間 4月11日から 5月6日から 5月21日から 9月11日から

取　水　口

翌年の
区分 5月5日まで 5月20日まで 9月10日まで 9月30日まで 4月10日まで

◇非かんがい期の通水停止について◇

合口頭首工
馬見ヶ崎川

1.223㎥/s 2.121㎥/s 1.464㎥/s

令和６年７月１日（月）～７月18日（木）頃まで
～ 分水量を減らします。ご協力をお願いいたします。～

年　　間

総取水量

59,680千㎥

39,420千㎥

◇中干し期間の設定について◇

1.223㎥/s 1.223㎥/s

最　上　川
0.738㎥/s 7.823㎥/s 6.568㎥/s 0.678㎥/s 0.631㎥/s

電気料金が高騰しています！！

皆様のご協力お願いします。
節水の徹底！かけ流し厳禁！

　　

非かんがい期間は、国営・県営の施設の設備点検整備のため、
水路維持用水を長期間停止する場合があります。

ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いいたします。

（かんがい期間：５／６～９／10）

　昨今の世界情勢により電気料金が高騰してお
り、当改良区においても右図のように揚水機場の
電気料金が上昇しています。組合員一人一人の節
水の心掛けが電気料金の軽減にも繋がりますの
で、より一層の節水にご協力をお願いいたします。

川から取水できる水量は限られています。
農業用水は、河川管理者から許可された水利権の定めにより、

令和６年度  配水計画について

当改良区における最上川と馬見ヶ崎川からの最大取水量等は、次の表のとおりです。

電気料と使用量の推移

電気使用量 電気料金

千円
kwh
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（例）施設名　 （氏名  電話番号）

●●●分水工 （●●●● 123-4567）

馬見ヶ崎川合口頭首工

馬

最上川中流土地改良区

中 央 幹 線 用 水 路

最上川取水口

西
部

幹
線

ト
ン

ネ
ル

見 ヶ 崎 川 導 水路

中

部

幹

線

用

水

路

西

部

幹

線

用

水

路

用

水

路

大

曽

根

左
沢

線

奥

羽

線

仙
山

線

本

南館分水工 (金澤 功  643-5697) 

上町分水工 (齋藤孝一郎  644-1265) 

石関分水工 (有海 賢二  643-4952) 

飯塚分水工 (荒井 秀晃  644-5490) 

椹沢分水工 (金子 照義  644-5992) 

西崎分水工 (大築 義雅  643-8555) 

志戸田分水工 (五十嵐 昇  644-1372) 

追散分水工 (秋葉 正義  643-9379) 

八ヶ郷第3分水工 (貝和 良一  681-8691) 

八ヶ郷第1・2分水工 (高橋 守  681-1320) 

今塚分水工 (丹野 雅彦  681-8795) 

沖堰分水工 (佐藤 敏明  684-5583) 

境田分水工 (設楽 正男  684-0131) 

成安分水工 (丹野 都弘  684-1918) 

漆山分水工 (丸子 宏  684-5848) 

出羽・明治分水工 (安達 浩之  684-5761) 
山辺分水工 (江口 順市  664-6712)

北宿第２分水工 (会田平四郎  664-6829) 

根際分水工 (小関 健登  664-6048) 

要害分水工 (鈴木 勇一  664-6658) 

反田分水工 (鎌田 清蔵  643-2353) 

二ツ筒頭首工 (佐藤美紀夫  644-4933) 

常明寺分水工 (岸 英一  644-9282) 

古舘分水工 (奥山 長伸  644-5597) 

文珠山分水工 (大木万之助  644-4809) 

門伝第１分水工 (加藤 秀正  643-2733) 

山王頭首工 (笹原 秀一  645-2681) 

門伝第２分水工 (杉沼 俊昭  643-1472) 

富神頭首工 (西村 博幸  644-2570) 

柏倉分水工 (伊藤 巧  645-3592) 

本沢分水工 (古内 善昭  688-4736) 

一ノ関頭首工 (庄司 義文  688-4118) 

久保手分水工 (渡邉 定芳  672-6027) 

南山形第１分水工 (鈴木美智也  688-2271) 

南山形第２分水工 (小笠原俊行  688-2021) 

南山形第３分水工 (菊地 完二  688-5056) 

大明神堰頭首工  (古頭金一郎  688-2110) 

北宿第１分水工 (武田 義弘  664-6170)

取水量は水利権により厳しく
制限されています。
組合員の皆様のご協力よろし
くお願いいたします。

パイプライン・用水路から
の農業用水の掛け流しは
やめましょう。

水利調整委員会　◎委員長　大木 万之助　　○副委員長　有海 賢二　・　丸子　宏

　当土地改良区は、用水の管理にあたり限りある水の有効利用を図るために、水利調整委員会を
設置しています。水利調整をして頂く３８名の各分水工等の水利調整委員は次の方々です。
　組合員皆様の水利に関するご要望は、土地改良区に直接ご連絡下さっても対応できませんので、 
必ず下記の水利調整委員にご連絡してください。

◇水利のご相談は水利調整委員まで◇

最上川中流だより 令和６年６月（9） 第 93 号



注意！滞納賦課金は新組合員が継承注意！滞納賦課金は新組合員が継承

◇◇◇土地改良区への通知義務について◇◇◇

忘れていませんか？

こんな時は土地改良区へ届けましょう

【組合員の資格変更】
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の

組合員名簿及び土地台帳等は変更されません。賦課の基準は毎年４月１日現在の土地改
良区の台帳に記載されている事項を対象に賦課しておりますので、移動等がありましたら、
速やかに届出下さい。

１．所有権や耕作権の移動（売買、賃貸借、交換）
２．死亡又は生前贈与等の名義変更
３．農業者年金受給のため経営移譲
４．住所等の変更
５．賦課金の振替口座関係の変更

【農地転用】（公共用地に買収された時も届出が必要）
１．農地を転用等により地区から除外する場合は、地区除外決済金を納付していただき

ます。
２．公共事業による農地買収の場合も届出が必要です。そのままにしておきますと賦課面

積の変更は生じません。

【土地改良施設の他目的使用の届出】
土地改良施設（用排水路・農道等）を下記の目的等で使用する場合は、『土地改良施設使

用許可申請書』を提出し、許可を得て使用料を納付してから使用することになります。
１．雨水排水の放流　　　　　６．農地改良に伴う農道使用
２．工場等の雑排水放流　　　７．下水管、水道管、排水管等の埋設
３．水路への蓋（橋）掛け　　８．電柱等の設置
４．工事に伴う水路敷使用　　９．宅地への通用路としての農道使用
５．工事に伴う農道使用

※ 滞納されている土地の権利を取得すると、土地改良法第42条（権利義務の継承及び
決済）により新組合員が滞納賦課金を支払わなければなりません。
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令和６年度　地区管理運営委員会と事務局機構

課　員

　当土地改良区には、10の管理運営員会と2つの維持管理運営委員会、1つの委員会があり、それぞれの地区の
運営・維持管理・賦課金の督励・役員候補者の推薦などの業務を担っております。

課　員

係　員

係　員多面的機能支払
統括　品川康臣（兼務）

農地耕作条件改善
統括　山本竜也（兼務）

金澤千春（主事補）
齊藤和夫（総務相談推進員）
進藤耕司（兼務）

総　務　係
係長　山口真理

有路　樹（主任）　　武田大空（技師補）
後藤竜也（技師）　　花輪拓未（技術雇員）
鈴木奏人（技師）　　石澤宏美（臨時）
　　　　　　　　　
有路　樹（兼務）　　武田大空（技師補）
鈴木奏人（兼務）　　　　　

山口真理（兼務）
三嶽　徹（兼務）
遠藤愛実（兼務）
荒井克也（兼務）

会　計　係
第１係長　寒河江秀明
第２係長　遠藤愛実

管　理　係
係長　品川康臣（兼務）

水　利　係
係長　山本竜也

管　理　課
管理課長　品川康臣

財　務　課
総括主幹　加藤裕二
課長補佐　細野　諭

総　務　課
（兼）総務課長（兼）会計主事
　　　　　　    柴崎健一

事務局長
柴崎健一

課　員 藁谷千加子（臨時）

係　員

管　財　係
係長　細野　諭（兼務）
主任　荒井克也

施設資産台帳整備

賦課徴収係
係長　三嶽　徹

統　　括　加藤裕二（兼務）
統括補佐　細野　諭（兼務）

寒河江秀明（兼務）　花輪拓未（兼務）
金澤千春（兼務）　　進藤耕司（多面的機能支払専門員）
後藤竜也（兼務）
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注意！滞納賦課金は新組合員が継承注意！滞納賦課金は新組合員が継承

◇◇◇土地改良区への通知義務について◇◇◇

忘れていませんか？

こんな時は土地改良区へ届けましょう

【組合員の資格変更】
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の

組合員名簿及び土地台帳等は変更されません。賦課の基準は毎年４月１日現在の土地改
良区の台帳に記載されている事項を対象に賦課しておりますので、移動等がありましたら、
速やかに届出下さい。

１．所有権や耕作権の移動（売買、賃貸借、交換）
２．死亡又は生前贈与等の名義変更
３．農業者年金受給のため経営移譲
４．住所等の変更
５．賦課金の振替口座関係の変更

【農地転用】（公共用地に買収された時も届出が必要）
１．農地を転用等により地区から除外する場合は、地区除外決済金を納付していただき

ます。
２．公共事業による農地買収の場合も届出が必要です。そのままにしておきますと賦課面

積の変更は生じません。

【土地改良施設の他目的使用の届出】
土地改良施設（用排水路・農道等）を下記の目的等で使用する場合は、『土地改良施設使

用許可申請書』を提出し、許可を得て使用料を納付してから使用することになります。
１．雨水排水の放流　　　　　６．農地改良に伴う農道使用
２．工場等の雑排水放流　　　７．下水管、水道管、排水管等の埋設
３．水路への蓋（橋）掛け　　８．電柱等の設置
４．工事に伴う水路敷使用　　９．宅地への通用路としての農道使用
５．工事に伴う農道使用

※ 滞納されている土地の権利を取得すると、土地改良法第42条（権利義務の継承及び
決済）により新組合員が滞納賦課金を支払わなければなりません。
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地区委員会 委　員　長　（☎） 副　委　員　長　（☎） 地区担当職員
１ 明 治 伊藤喜久雄（684－0572） 秋葉　俊彦（684－7427） 三嶽　　徹 武田　大空

２ 出 羽 海和　盛行（684－8604）
丸子　　宏（684－5848）

荒井　克也 鈴木　奏人
小林　康弘（684－7921）

３ 千 歳 渡邉　欣一（681－0404） 設楽　正男（684－0131） 遠藤　愛実 花輪　拓未
４ 北 部 長岡　幸一（681－1611） 丹野　憲司（684－0586） 寒河江秀明 後藤　竜也
５ 八 ヶ 郷 前田　信雄（681－8537） 櫻井　俊明（681－1718） 細野　　諭 花輪　拓未
６ 中 部 朝倉　　了（643－8520）　 五十嵐　昇（644－1372） 三嶽　　徹 有路　　樹
７ 南 山 形 古頭金一郎（688－2110） 東海林賢治（688－3260） 遠藤　愛実 山本　竜也

８ 久保手・隔間場 渡邉　定芳（672－6027）
渡部　重順（688－5157）

金澤　千春 有路　　樹
渡辺　良明（673－3601）

９ 西
部
１～２工区

粟野　省三（688－3493） 西村　博幸（644－2570）
寒河江秀明 鈴木　奏人

３～６工区 細野　　諭 後藤　竜也
10 玉 虫 江口　順市（664－6712） 三浦　新一（664－6379） 荒井　克也 山本　竜也
11 出 羽・ 明 治 海和　盛行（684－8604） 伊藤喜久雄（684－0572） 山本  竜也・鈴木  奏人・武田  大空
12 成 沢 荒井　　勲（688－6601） 相馬　清孝（688－2650） 三嶽　　徹
13 十 文 字 髙梨　善次（687－4178） 村岡　好孝（687－2051） 遠藤　愛実・金澤　千春



多面的機能支払交付金 活動組織紹介

会
長

　開
　沼
　勇
　一

　
私
た
ち
『
西
部
グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部
』
は
、
国

の
事
業
で
あ
る
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
の
組
織
で
す
。

今
年
度
は
、
地
域
内
の
農
地
維
持
活
動
と
し
て
農
用
地
・
農

道
・
水
路
・
た
め
池
等
の
点
検
、
草
刈
り
等
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
源
向
上
の
共
同
活
動
と
し
て
機
能
診
断
、
軽
微
な

補
修
・
修
繕
活
動
を
進
め
、
さ
ら
に
、
地
域
環
境
保
全
・
景
観

形
成
の
活
動
と
し
て
新
た
に
悪
戸
地
区
に
も
ひ
ま
わ
り
畑
を
設

定
し
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
長
寿
命
化
活
動
と
し
て
は
、
排
水
路
の
更
新
、
農
道
の
舗

装
、
農
道
補
修
を
順
次
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
以
降
も
関
係
諸
団
体
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
地

域
の
農
地
維
持
・
資
源
向
上
に
努
め
、
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す

　
令
和
六
年
四
月
二
十
二
日
、

役
職
員
に
て
利
水
豊
穣
春
の
祈

願
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
貴
重
な
水
源
で
あ
る
最
上
川

の
清
水
と
、
馬
見
ヶ
崎
川
の
清

水
を
掛
け
合
わ
せ
る
「
合
水
の

儀
」、
今
年
一
年
の
豊
水
豊
作
を

祈
念
す
る「
祈
願
礼
拝
の
儀
」を

執
り
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
管
内
に
お
い
て
も

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、

各
地
区
で
豊
水
・
豊
作
・
安
全

の
祈
願
祭
が
毎
年
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
令
和
五
年
度
よ
り
広
報
車
を
活
用
し

た
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
極
度
の
渇
水
や
施
設
の
故
障
に
よ
る

緊
急
時
に
は
広
報
車
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
い
、
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
左
記
の
役
員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

会
　長
　東
海
林
貞
悦

  

（
ふ
る
里
明
治
１
０
０
の
会
）

副
会
長
　粟
野
　省
三

  

（
本
沢
地
区
豊
か
な
地
域
づ
く
り

　
　
協
議
会
）

副
会
長
　峯
田
太
一
郎

  

（
椹
沢
地
区
ふ
る
さ
と
保
全
の
会
）

※

任
期
は

　
令
和
七
年
四
月
十
三
日
ま
で

西
部
グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部

祈
願
祭

管
理
課
よ
り
お
知
ら
せ

　
編
集
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
こ
こ
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
様
に
、
土
地
改

良
区
の
様
々
な
情
報
を
お
届

け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

景観形成活動

農道舗装

【 広 報 車 】

利
水
豊
穣
春
の

最上川中流だより令和６年６月 （12）第 93 号


